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研究成果の概要（和文）： 
リンパ浮腫セルフケア支援における携帯電話使用群・通常支援群共、6 か月間に蜂窩織炎等

の合併症を発症した者はいなかった。周囲径については、有意差は見られなかったが、インピ
ーダンスによる水分量については、携帯電話使用群が有意に減少しており、浮腫が改善してい
ることが分かった。セルフケア実施状況については、携帯電話使用群が有意に実施状況が高か
った。抑うつ状態については、携帯電話使用群が有意に低かった。 
以上より、リンパ浮腫患者に対する携帯電話による支援は、セルフケア実施や継続、水分量

の減少、および抑うつ症状の改善に有効であることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

No patients in both the group supported with mobile phone (MP group) and the group 
supported without mobile phone (CTRL group) developed complications such as cellulitis. 
Although circumference of affected area didn’t differ significantly between MP and CTRL 
group, total body water volume of the patients in MP group were significantly lower than 
that in CTRL group. Therefore, it was suggested that edema were reduced in MP group. The 
patients in MP group performed appropriate self-care regularly compared to that in CTRL 
group. In addition, depressive state of the patients in MP group was significantly lower than 
that in CTRL group. 

Using mobile phone for the supports of lymphedema patients facilitate their self-care and 
improve their depressed mood. 
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１．研究開始当初の背景 
研究者らは 2006 年よりリンパ浮腫のセル
フケア相談やセルフヘルプグループ支援を
展開してきた。しかし日本においてはリンパ
浮腫ケアが大きく立ち遅れており、患者個々
のニーズに十分応えられている状況にはな
かった。そこで着目したのがインターネット
テレビ電話の活用である。2008年現在、イン
ターネットの世帯普及率は 87.0％に達して
おり、臨床でもインターネットテレビ電話を
利用した遠隔診療（山口 2006）やヘルスケ
ア支援システム（佐々木 2005）の研究がみら
れた。しかし、セルフケア支援にインターネ
ットを利用した研究は見あたらなかった。 

 
２．研究の目的 
リンパ浮腫患者のセルフケアに関するニ
ーズを基に、インターネットテレビ電話を利
用したリンパ浮腫セルフケア支援システム
を構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
1）リンパ浮腫セルフケア実施状況と専門家
支援との関連性（実態調査） 

 近畿圏内の 500床以上の病院に通院中のリ
ンパ浮腫患者で、質問紙に自力で答えること
ができる者のうち、研究協力が得られた 125
名を対象に、以下についてデータ収集し、分
析した。 
・リンパ浮腫発症の状況 
・蜂窩織炎の既往と頻度 
・必要なセルフケア内容について 
  実施状況 
  セルフケアに対する認識 
  セルフケアの障壁になるもの 
・セルフケアを支援する専門家の存在の有無 
 
 さらに、リンパ浮腫患者会の会員に対し、
セルフケア支援の状況について聞き取り調
査（フォーカス・グループインタビュー）を
実施し、分析・検討した。 
 
2）リンパ浮腫セルフケア支援マニュアルの
作成 
Webカメラを使用したセルフケア支援マニ

ュアルを作成し、研究協力者にプレテストを
実施。支援に関するニーズ・支援の得やすさ
等について聞き取りを行った。 
さらにその結果を踏まえ、Webカメラから
携帯電話を活用する方向に変更。マニュアル
を携帯電話版へと見直し・修正した。 

3）リンパ浮腫セルフケア支援における携帯
電話使用の有効性 

 リンパ浮腫セルフケア支援における携帯
電話使用の有効性を検証する目的のもと、近
隣婦人科医に協力を求め、以下の条件を満た
す者 30名を選定した。 
①子宮頚部癌 広範子宮全摘術+リンパ郭清 
 術あるいは単純子宮全摘+付属器切除+ﾘﾝﾊ
郭清を受け、手術による続発性リンパ浮腫
が下肢に生じている患者 

②医師よりリンパ浮腫の診断を受けており、
リンパ浮腫病期Ⅱ（早期）の患者 
③現在転移･再発が見られず、過去３ヵ月間
に化学療法･放射線療法を行っていない患
者 

④リンパ浮腫に対し投薬が行われていない
患者 

⑤深部静脈血栓症（急性期）、慢性静脈機能
不全がないと、医師が診断した患者 

⑥高血圧・心不全等、循環器系の異常がなく、
全身状態が落ち着いており、リンパドレナ
ージを実施するうえで危険がないと医師
が判断した患者 

⑦70 歳以下で携帯電話の使用に慣れており、
携帯電話通信によりストレスを感じるこ
とが少ないと判断できる患者 

 
 研究協力者を２グループに分け、対照群に
は、３ヵ月に一度の面接による１時間の通常
介入を支援マニュアルに沿って実施。介入群
には、通常介入に加え２週間に一度の携帯電
話による介入を支援マニュアルに沿って実
施。各群共６ヵ月間介入を続け、６ヵ月間経
過を観察した。 
また、初回・３ヵ月後・６ヵ月後に以下の

データを収集し、介入群・対照群の比較検討
を行った。 
・下肢周囲径 
・インピーダンスによる下肢水分量 
・リンパ浮腫部位の皮膚状態・自覚症状 
・蜂窩織炎発症の有無 
・セルフケ実施状況 
・QOL尺度（FACT-G） 
・精神的健康パターン（MHP） 
 
４．研究成果 
1）リンパ浮腫セルフケア実施状況と専門家

支援との関連性（実態調査） 
自記式調査のデータは SPSS.ver12 にてノ

ンパラメトリック検定を実施した。調査対象
は全員女性で、平均 59.57歳（SD±10.056）



 

 

下半身に浮腫をもつ患者が 87.5％、上半身に
浮腫をもつ患者が 12.5％だった。 
リンパ浮腫に関して何でも相談できる専

門家がいると答えた人と、全くいない・いる
が相談しにくいと答えた人との間に、セルフ
ケア実施状況について有意差（P<0.01）があ
り、専門家が身近に存在する人はセルフケア
実施状況も良好であることがわかった。 
専門家の介入頻度については、専門家の介

入が全くない人と毎月専門家のケアや指導
を受けている人が同数で、両極端な状況であ
ることがわかった。専門家による介入頻度の
高い人（半年に 1～2 回・ほぼ毎月）は、マ
ッサージ・圧迫衣・バンデージの実施状況も
有意に良好（P<0.01）であった。 
また信頼できる専門家が身近に存在し専

門家の介入頻度が高い人は、セルフケアに対
して否定的な認識を抱きにくいことがわか
った。 
専門家支援は正しいセルフケアにつなが

り、その結果セルフケアの効果が認識でき、
それがセルフケアの意欲を高めているので
はないかと考えられた。 
さらに、蜂窩織炎を全く起こしたことがな

いグループは、専門家の介入頻度が多い人の
方が介入頻度の少ない人より多く、また蜂窩
織炎を年に数回起こしているグループには、
専門家の介入頻度が少ない人が介入頻度の
多い人より多いという結果が得られた。 
セルフケア実施状況には患者の認識が影

響している。その患者の認識には、専門家の
介入頻度や患者と専門家との信頼関係が大
きく影響している。信頼できる専門家の適切
な介入により、患者のセルフケアに対する認
識は変化し、その結果セルフケアが実施・継
続できる可能性が示唆された。 
リンパ浮腫患者会の会員に対する聞き取

り調査（フォーカスグループインタビュー）
においては、セルフケアを行う中で細かな疑
問がわいてもタイムリーに尋ねることがで
きないため勝手な判断で処理してしまって
いたり、皮膚の傷・発疹・乾燥等にも不安を
抱きつつも安易に対応していること、セルフ
ケアの必要性を分かっていても、周りで支え
てくれる存在がないと、なかなか面倒で継続
できない状況等が分かった。 
患者の身近で患者の気持ちを受け止め、セ

ルフケア継続を支える存在の重要性が示唆
された。 
 
2）リンパ浮腫セルフケア支援マニュアルの

作成 

 リンパ浮腫ケア専門施設であるドイツフェ

ルディクリニックを見学、またイギリスで開

催された International Lymphoedema 

Fremework に参加し 情報収集を行った。収

集した情報及び研究者らで行ったリンパ浮腫

セルフケアに関する実態調査結果を踏まえ、

リンパ浮腫セルフケア支援マニュアルおよび

Skyp使用マニュアルを作成した。 

さらにインターネットテレビ電話を活用し

た支援を研究協力者3名に実施し、支援に関す

るニーズ・支援の得やすさ等について聞き取

り調査を実施した。その結果パソコンに不慣

れな研究協力者にとってWebカメラの使用が

ストレスとなることが明らかになった。 

また、インターネットテレビ電話使用につ

いて協力を得られる対象が想定外に少ないこ

とも判明した。 

そこで急遽、インターネットテレビ電話で

はなく携帯電話を活用した支援へと方向転換

することを決断した。 

ＡＵの協力を得て携帯電話の通信設定を行

い、インターネットテレビ電話による支援を

想定して作成した支援マニュアルの見直し・

修正を行った。 

支援マニュアルの主な内容・方法は以下の

とおりである。 

＜面接による支援＞ 

１．アセスメント 

 浮腫の観察・計測 

その他データ収集：セルフケ実施状況、QOL

尺度(FACT-G）、精神的健康パターン(MHP) 

２．セルフケア指導 

 ①リンパ管の解剖生理 

 ②リンパ浮腫発症のメカニズム 

 ③リンパ浮腫が発症しやすい部位 

 ④日常生活で気を付けること 

 ⑤徒手リンパドレナージの方法（演習） 

 ⑥圧迫衣装着の方法（演習） 

 ⑦バンデージの用い方（演習） 

支援に際しては、図表をふんだんに使った

パンフレットを使用して説明する。また、研

究協力者の気持ちを受け止めつつ、なるべく

希望に沿うセルフケア方法を、共に考える姿

勢を示す。 

＜携帯電話による支援＞ 

１．研究協力者の困りごと・疑問等に対して 

 ①研究協力者の訴えをよく聴く 

 ②疑問に対しては、正しい情報を伝える 

 ③困りごとに対しては、解決策を共に考え

る 

 
3）リンパ浮腫セルフケア支援における携帯

電話使用の有効性 
 支援マニュアル（面接による支援・携帯電
話による支援）を活用し、研究協力者に対し
6カ月間支援を継続した。 
 データは SPSS.ver12 にてノンパラメトリ
ック検定を実施した。 



 

 

結果： 
性別：全員女性。 
平均年齢：56.88歳（±SD9.19） 
浮腫の部位：右下肢 10名 左下肢 16名 両
下肢 4名。 
浮腫の期間：１ヶ月～2年。 
蜂窩織炎の既往：７名 
 携帯電話使用群・通常支援群共、6 か月間
に蜂窩織炎等の合併症を発症した者はいな
かった。 
 周囲径については、携帯電話使用群・通常
支援群共、有意差は見られなかった。 
 インピーダンスによる水分量については、
携帯電話使用群が有意に減少（P<0.05）して
おり、浮腫が改善していることが分かった。 
 セルフケア実施状況については、携帯電話
使用群が有意に実施状況が高く（P<0.01）、
積極的にセルフケアに取り組んでいること
が分かった。 
 抑うつ状態については、携帯電話使用群が
有意に低かった（P<0.01）。協力者より「不
安なことが起こってもいつでも相談できる
ことが心強かった」との言葉も聞かれた。 
以上より、リンパ浮腫患者に対する携帯電
話による支援は、セルフケア実施や継続、水
分量の減少、および抑うつ症状の改善に有効
であることが分かった。 
リンパ浮腫セルフケアは、非常に手間と時
間がかかる。またセルフケアすれば完治する
というものではなく、悪化を防ぐために行う
ものである。そのため患者はセルフケアの効
果を実感することが少なく、セルフケアを継
続する意欲を持ち続けることが非常に難し
い。しかし、携帯電話での支援は、セフルケ
アを続けている努力に対するフィードバッ
クになり、セルフケア継続の支えになると考
える。 
今回の研究期間は 6か月であったため、通
常支援群・携帯電話使用群共合併症等のトラ
ブルが発生しなかったが、縦断的に研究を続
けることにより、携帯電話による支援によっ
て合併症予防効果をも期待できると考えら
れた。 
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